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はじめに 

 

酒類は生活に豊かさや潤いをもたらす一方で、不適切な

飲酒は、肝疾患やアルコール依存症といった心身の健康に

大きな影響をあたえるほか、飲酒運転、暴力、自殺などの

さまざまな社会問題にも密接に関連しているといわれてお

り、本人の健康はもとより、その家族の日常生活や社会生

活に深刻なダメージをおよぼす危険性があることが指摘されています。 

こうした中、国においては、平成２５年にアルコール健康障害対策基本法

を定め、同法に基づき平成２８年に策定した基本計画に沿って、アルコール

健康障害対策を総合的かつ計画的に進めていくこととなりました。 

県におきましても、このたび、「愛媛県アルコール健康障害対策推進計画」

を策定し、飲酒にともなう問題を個人だけではなく社会全体の課題としてと

らえ、市町や関係機関・団体等と連携を図りながら、正しい知識の普及や医

療における質の向上・連携の促進、回復に向けた切れ目のないサポート体制

の構築など、さまざまな対策に取り組んでいきたいと考えています。 

どうか皆様方におかれましては、本計画の趣旨に御理解をいただき、アル

コール健康障害対策の推進に一層のお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

終わりに、本計画の策定に当たり、アルコール健康障害対策推進計画策定

委員会の委員の皆様をはじめ、多くの貴重な御意見を賜りました方々に、厚

くお礼申し上げます。 
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